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＜病棟連絡事項＞
・定期心電図2/25　15：30～となります。

・アルコールプログラムの外出泊については感染症が落ち着くまでは中止となっています。
＜患者様連絡事項＞
・向井　敦子様～臨時薬ロナセンテープ2/17～継続処方となっています。
・山本　久美子様～臨時薬ロナセンテープ2/17～継続処方となっています。
・前田　拓子様～便秘時ピコスルファートナトリウム主治医へ依頼しています。
・船木　恵美子様～2/18　9：30に退院日を変更したいこと報告し許可あり。退院指示と退院時薬30日分処方頂いています。
・中　誠太郎様～腰痛訴えハップスター主治医へ依頼しています。

・七崎　之利様～本日日赤受診し、本日で日赤受診が終了となっています。NEAR法検査陰性。今月中の退院を希望し、主治医も許可しています。
・黒沢　まゆみ様～本日日赤受診し、次回2/28に日赤再受診となります。NEAR法検査とアルコール呼気検査結果陰性となっています。　
　
・外崎　昭雄様～南山苑入所ついて家族様希望あった際は、申し込み前でもタブレット等使用し訪問調査可能との事です。希望の有無分かり次第赤坂SGMに連絡が欲しいとの事でした。
＜ベッドコントロール＞
・田村　智枝子様～東病棟より西病棟へ転入となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高柳　和子様～独語や棟内徘徊持続し、窓の開閉を繰り返す行為続いています。時折悲鳴や大声上げる様子あり、都度介入を要しています。所在確認とトラブルに注意し、必要時頓服使用していきましょう。
・黒澤　まゆみ様～本日日赤受診しています。飲酒に関連した発言は特に聞かれず、落ち着いて過ごす事出来ています。
・藤原　絵瑠久様～男性患者様に関する訴えありますが、希死念慮や行動化は無く傾聴にて落ち着く事出来ています。引き続き衝動行為に注意していきましょう。
・金山　辰巳様～昼食後突進歩行見られています。転倒に注意していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞

・藤原　絵瑠久様～診察にて希死念慮や行動化があった事を情報提供。主治医より人格障害についての説明を受けています。ラツーダ（20）2錠→1錠へ減量、レキサルティ（1） 1日1回夕食後へ追加処方。
・七崎　之利様～最近の様子を情報提供。ハップスター2包処方。
・窪田　輝雄様～妻様が良ければ自宅退院を進めて行くよう指示あり。また本人より靴の希望と2/20希望あり。処方薬の変更は無し。
・橋本　喜久子様～夜間、痰がらみと酸素飽和度の低下あり吸引実施した事情報提供。処方薬の変更無し。
・木村　正子様～退院時指示あり。臨時薬5日分処方。退院時処方は後日処方予定。
・沢田　秋子様～夜間、不穏時薬を2回使用したこと情報提供。処方薬の変更無し。
・成田　賀枝様～診察拒否し、自室にて診察。腰痛を訴えカロナール錠（200） 2 錠 1日2回　朝夕食後が追加処方。
・河村　哲久様～くるみの里へ連絡している事、不穏さ無い事情報提供。エスタゾラム（2）中止、ヒベルナ（25）1錠、ニトラゼパム（10）1錠　追加処方。
・泉川　ケイ子様～やや気分の高さあるも日課は問題無く行えており他者とのトラブル無く経過している事を情報提供。処方薬の変更無し。
・成田　富士子様～血糖低値となるもその後は不調無く経過している事、連日不穏時服用している事を情報提供。アピドラ注、ランタス注各一本処方。
・高柳　和子様～不穏さや落ち着きの無さがあり都度介入を要している事、頓服薬使用している事を情報提供。診察中の椅子に座らずに立位で診察を受けている。チラージン50μg2錠朝食後→4錠へ増量。
・池田　康憲様～臥床傾向であるも不調訴えは無い事情報提供。処方薬の変更無し。
・大久保　貴之様～他者とトラブルとなっている事を情報提供。診察中、他者やスタッフへの不満言動あり、他者と適度に距離を取るよう説明されている。ロドピン25mg　3錠　毎食後→50mg　3錠　毎食後へ増量。ロナセンテープ開始となる。
・工藤　みず紀様～他者トラブルあった事を情報提供。ペロスピロン4mg→8mgへ増量。
・三浦　みよ子様～眼球上転訴え無く過ごされている事を情報提供。処方薬の変更無し。
・小泉　裕子様～妄想言動著明。オランザピン5mgねる前→10mgへ増量、バルプロ酸ナトリウム200mg夕食後 →100mgへ減量。
＜皮膚科診察情報＞
・下川戸　長司様～プレドニゾロン(5)１T　朝食後/7日分、デルモゾールDP　1本処方
・佐々木　章洋様～アタラックスP(25)2T　2×1朝夕食後/7日分、デルモゾールDP　1本処方
・船場　稔様～両下肢に発赤があり、内服開始とヘパリン類似物質クリーム発赤部に塗布
し掻痒感ある箇所にデルモゾールDP軟膏塗布するようにと指示あり。プレ
ドニゾロン(5)　2T　2×1朝夕食後/7日分、デルモゾールDP軟膏　1本、
ヘパリン類似物質クリーム　1本処方。
・船木　惠美子様～両鼠径部に発赤、腫瘤があり内服と軟膏塗布の指示あり。
クラリスロマイシン(200)　2T　2×1朝夕食後/7日分、ゲンタマイシン軟膏1本処方。
→内服はラツーダと併用不可の為、主治医指示でクラリスロマイシン中止指示あり。
・阿部　文香様～ゲンタマイシン軟膏、ロコイド軟膏　各1本、尿素クリーム2本処方。
・七崎　之利様～デルモゾールDPローション1本処方。
・大久保　恵様～ロコイド軟膏1本処方。
＜PPE防護服着用について＞
・資料閲覧、シュミレーションしています。

＜頓服薬の管理表について＞
・今の用紙にまとめて記載してはどうかという意見が多く出ていました。
＜転入患者様情報＞

・田村　智枝子様　任意入院　

・主治医：馬渡Dr.
・担当看護師：柳田Ns

・主病名：アルコール関連障害（使用障害、肝障害、認知機能障害）

　・身体合併症：アルコール依存症、高血圧症、高脂血症

　・精神症状：飲酒への渇望、制御障害、危険な飲酒とその持続、認知機能障害
　　　　　　　→入院後飲酒要求あり、失見当識・現状把握困難（入院目的理解できない）

　・問題行動：帰宅欲求

　・退院計画：入院期間2週間（今後担当するケアマネは延長希望あるも、主治医一応は了承している）

　　　　　　　認定調査2/15あり。施設入所を目指す。

暫定ででたら早期にケアマネ（石堂寿楽荘　やがわ氏）へ退院支援の依頼。

　　　　　　　長男と二人暮らし。お互い干渉せず、家はごみ屋敷。

施設入所後の長男の生活は今後検討していく。
長男様が本人のお金を浪費してしまうため、今後金銭管理も要検討。

・ADL：上下義歯あり、自立

・買い物：上限無し、間食制限なし

・洗濯：CS　Bプラン、下着のみ家族洗濯（1回/週）

・その他：2/16～柞木田Drが疾病教育開始予定
　　　　　コロナワクチン3回目2/14実施（要旨は後日家族様持参）
　　　　　インフルエンザワクチンR4.1実施済
